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新技術の概要
負電荷を有するリポソームに乳酸菌の表層タンパク質を担持す
ることで、腸管免疫系細胞に選択的に薬物を伝達できるドラッ
グデリバリーシステムを提供

・腸管免疫系の細胞に選択的に薬物を伝達できるドラッグデリバリーシステム
が求められている

・リポソームに乳酸菌の表層タンパク質を担持させることにより、薬剤を腸管
免疫系細胞に選択的に伝達できることを見出した

・レビラクトバチラス・ブレビス、レンチラクトバチラス・ケフィリ、ラクト
バチラス・アシドフィルス、ラクトバチラス・ヘルベティカス、ラクトバチ
ラス・クリスパタス、ラクトバチラス・アミロボラス、及びラクトバチラ
ス・ガリナラムからなる群から選択される乳酸菌が好ましい

• 免疫調節機能をもつ薬剤を、免疫細胞に効率的に
デリバリーすることができ、薬効を高めることが
可能（SlpBは安全性に問題なし）
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本発明

SlpB担持リポソームを投与されたマウスにおけるパイエル板の抗原提示細
胞(APC)へのSlpB担持リポソームの取り込みを示した写真及びグラフ

関連する論文： Zheng Lin Tan et.al.
International Journal of Pharmaceutics 622 (2022) 121896
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